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14 タンデムマス法を用いた新生児スクリーニン

グの開始にあたって
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タンデムマス法を用いた新生児スクリ-ニン

グの導入が全国的に進められ,新潟県では2013

年 1月からの開始を予産している.タンデムマス

法の導入により,現在の6疾患から19疾患が対

571

象となり,より多くの児に対して,障害発生の予

防効果が期待される.周産期医療に関わる先生方

に,新しい検査法であるタンデムマス法について

その利点と問題点について言及し,新たに対象と

なる疾患の概要について紹介する.
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